職種：清掃管理　　　職務：建物用途別清掃
【概要】

ホテルや病院・介護施設等、建物用途別に特化して行う清掃である。客室整備は、ホテルに滞在する宿泊客が快適にすごせるよう、客室をホテルスタンダードに合わせ清潔に整備する。病院・介護施設においては、環境に配慮した清掃を実施し、安全・衛生・快適な施設内環境づくりを行う。

【仕事の内容】

ホテル：ベッドメーキング、床、浴室、洗面所、調度品等の清掃、具備品（タオル、歯ブラシ、石鹸、寝巻、ポット等）の交換、補充、また各機器（TV、冷蔵庫、照明器具）の点検等を行う。ホテルの客室整備は、宿泊客等の利用時間外の一定の時間内に行うことが求められる。

病院・介護施設：衛生管理面にいちだんと高い配慮が求められる病院・介護施設の清掃を行う。診察・検査室、病室、廊下・トイレ・待合室等、施設の特性により、清掃用具・作業方法・消毒薬等について最適なものを選択する。
【求められる経験・能力】

■ホテル

（1） 特に学歴や資格は必要とされないが、ホテルは、単なる宿泊施設としての利用から「やすらぎの場」として、利用者に快適な環境を提供するファシリティ・マネジメント事業となるため、おもてなしの心を持った信頼のおける人であることが望まれる。また、顧客との接触もあるので、接客マナーの修得が必要である。

（2） きれい好きで几帳面であること、ベッドメーキング等で体を使うので、健康で体を動かすことが好きであること等が望まれる。外国人客の多いホテルでは、簡単な英会話が必要となる場合もある。

■病院・介護施設

（1） 医療施設、介護施設等は、人の命を預かる場所となり、常に細心の注意を払い、責任感と高い意識レベルが必要となる。廃棄用注射針による事故防止、施設内感染防止等の徹底した安全対策への配慮が必要。日々の清掃業務の中でも、人体や環境に配慮しながら優れた消毒・除菌清掃等安全かつ衛生的な環境づくりを心がける。

（2） 施設ごとに、特殊な対応が求められ、業務先（病院・クリニック）とのコミュニケーションを密にし、安全で衛生的、そしてより快適な施設内環境づくりを心がける。

【関連する資格・検定等】

· ビルクリーニング技能士［厚生労働省、社団法人 全国ビルメンテナンス協会］
· 建築物環境衛生管理技術者［財団法人 ビル管理教育センター］
· 清掃作業監督者［財団法人 ビル管理教育センター］

· 病院清掃受託責任者［社団法人 全国ビルメンテナンス協会］

【労働省職業分類（小分類）との対応】

３７２　　身の回り世話従事者

８０１　　清掃員
８０９　　他に分類されない労務の職業

